
　◇期日　2018年3月31日（金）日帰り
　◇天候　晴れ
　◇参加者

宮田宏美、山下和正、木村　秩、小磯義昭、早川充、宍倉弘、行田眞勝
藤野　昇、虻川敏雄、守屋　哲、木村いよ子、 11名

配車：木村さん、小磯さんの車に分乗　宮田さん、守屋さんは現地にて合流

　◇行程
坂東ﾖ-ｸﾀｳﾝ　～　坂東市内ｺﾝﾋﾞﾆ　～　三毳山東口駐車場　～　カタクリの園　～　中岳　～　　
7:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8:23　　8:43　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:18　9:35　　　　　

山頂広場～　青竜ヶ岳　　～　東口駐車場　～　ゆうゆうプラザ　～　道の駅思川　～　坂東ﾖ-ｸﾀｳﾝ　
　9:42　9:47　　10:30　10:55　　13:08　13:30　　　　13:54　　15:39　　　　16:00　16:25　　　　17:38

　◇記録
　　今回、ワンゲル春の部で三毳山カタクリ観賞として企画された。いつものように
　　坂東ヨ－クタウンに集合、月末の週末土曜日のためか、ちょうど満開の桜の影響も
　　あってか、いつもより参加者が少ない。紅一点は木村いよ子さんだ。
　　今回は晴天続きのなか青空が広がり、絶好のハイキング日和となった。木村さん
　　小磯さんの車に分乗して出発予定時間7:00ピッタリに出発した。素晴らしい・・・。
　　途中坂東市内のコンビニに立ち寄り、昼食、行動食等の買い出しをしていく。道路
　　は特に混雑もなく三毳山とちぎ花センタ－駐車場に8:23到着した。事前にM氏から
　「週末の駐車場は混雑するよ」とアドバイスをいただいていたが、朝早いせいも
　　あってか駐車している車は少なかった。ここで宮田さん・守屋さんと合流すること
　　になっており、宮田さんは既に到着していた。各自出発の準備をしながら守屋さん
　　を待っていたが、昨年の那須岳での出来事(省略）もあってか、8:43出発すること
　　となった。「健脚の守屋さんのことだからすぐ追いつくでしょう」、と思ったら
　　やはり暫くして合流する。まず昨年の同じ3月31日にきた時には満開のカタクリが
　　楽しめた「カタクリの園」へ向かうが、今年は桜も例年より早く咲くような陽気も
　　あってか、カタクリの園は既に咲き終わった無残な姿、とても観賞する気になれず、
　　早々に中岳へ向かう。今回の参加者Ｓ氏が１週間前に個人的に訪れたとのこと。
　　「１週間前は満開で良かったよ」と誇らしげに話していた。こういう所は団体行動
　　の難しさですけど仕方ありませんね。一輪でも綺麗なカタクリが咲いていると良い
　　ですね。観光客は恐らく先週がピ－クであったのではと予測する。先の中岳
　　までは急な登りになっているが、いつもペ－ス配分の上手な山下さんがトップで
　　安心して歩き中岳ピ－ク210mには昨年より30分も早く9:18に着く。
　　既に他のハイカ－達が休憩していた。ここで各自エネルギ－補給しながらのんびり
　　する。陽気も良いせいか寒さは感じない。20分程休憩して9:35昨年同様三毳山の
　　最高峰、青竜ヶ岳に向かって歩き出す。数分歩き9:42トイレ施設のある山頂広場
　　に下る。所々山桜が点在しており、地味に咲いている感がある。5分程休憩して、
　「まだ早すぎるのではないの」という声も聞こえたが歩き出す。青竜ヶ岳までは
　　アップダウンを繰り返し、途中にある道祖神で祈願しつつ先へと進む。
　　最後に整備された急な登りを行くと10:30青竜ヶ岳229mに到着。
　　他のハイカ－達もいて、皆ここからの展望を楽しむ。青竜ヶ岳ピ－クには2012年
　　3月に竣工された岩舟デジタルTVの中継局の鉄塔が建っており遠くからでもピ－ク
　　が分かりやすい。お菓子などエネルギ－補給、木村さんからきれいに剝いた
　　美味しいリンゴの差し入れをいただきながらのんびりする。　
　　25分程休憩して10:55に出発、「カタクリの里」へ下っていく。どうせここも
　　期待できないだろうと思っていたら、「カタクリの園」とは違い、何とか写真に
　　収められる位のカタクリが各所に咲いていて、皆さんようやく写真撮影が始まる。
　　良かったよかった･･･。しかしカタクリよりも、ヒトリシズカの花が所々咲いており
　　ちょうど見頃であった。ヒトリシズカの花言葉は「静謐ｾｲﾋﾂ」「隠された美」と
　　言われており「静かで落ち着いている」「内に秘めている美しさ」です。どなたか
　　当てはまる方はいますか？。ここで結構ゆっくり撮影会を楽しんだ後、ステ－ジの
　　ある下山口まで下り11:48到着。ここで昼食として、コンビニで買ったおにぎり等
　　をいただく。食後全員で記念写真を撮り、12:11元の駐車場へ向かって進む。
　　平坦な道に出てすぐ、枯れ始めたようなあまり美しい状態でないミズバショウの
　　群生地を過ぎカタクリの里駐車場の脇を通り、とちぎ花センタ－方面の看板に従い
　　歩いていく。途中慈覚大師生誕の由来がある誕生寺を右に見て、左側は遠くに
　　見える切り崩された岩舟山、更に進むと右に高平寺に咲く見頃の桜とデジタルTV
　　中継局の鉄塔がある青竜ヶ岳が青空の中映えていた。駐車場には13:08に到着、
　　物産店で買い物をした後、ここで守屋さんと別れ13:30にゆうゆうプラザに
　　向かって出発した。ゆうゆうプラザには30分弱の13:54に着き、温泉と食事を摂る
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　　予定であった。温泉はさほど混雑せずにのんびりと疲れを癒す。運動後の温泉は
　　気持ちよい。宮田さんが予約してくれた部屋に入り、さて温泉後の食事と思ったが、
　　ここで事件発生、何と施設内のレストランが廃業していた。仕方なく各自持って
　　いた菓子類や自販機のアイスクリ－ム・飲み物等で我慢する。隣の大広間では年配
　　の方たちがカラオケを歌っており我々の部屋内までうるさく響き渡るなか、夏の
　　計画話となった。内容についてはユニ－クな案もでたが、後のお楽しみということ
　　でここではカットします。腹ごしらえに「それなら近場の道の駅思川に行こう」
　　ということになり、ここで宮田さんと別れ15:39出発した。
　　道の駅思川には10km弱で着き、各自たこ焼きやたい焼き等を食べつつ
　　お土産を買ったりして16:25坂東に向かって出発した。2台別々になり坂東ヨ－ク
　　タウンで合流となったが小磯車は17:38に到着、木村車も程なく着いた。
　　カタクリの時期やレストラン廃業で多少肩すかしを食ったが、無事に終わる。
　　幹事の皆様、参加者の皆様お疲れ様でした。


